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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期

第１四半期連結
累計期間

第72期
第１四半期連結
累計期間

第71期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高 (千円) 4,397,2864,168,43317,644,781

経常利益 (千円) 83,047 42,797 257,167

四半期（当期）純利益 (千円) 98,214 10,858 99,697

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 46,341 13,466 59,919

純資産額 (千円) 3,334,2343,281,4263,318,419

総資産額 (千円) 13,702,19713,402,91213,368,503

１株当たり四半期（当期）

純利益
(円) 5.19 0.58 5.29

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 24.33 24.48 24.82

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等を含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

４　第71期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び連結子会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社及び連結子会社が判断したものであり

ます。

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災によりサプライチェーンが寸

断され全国的に生産活動が低下し、その後の福島原発事故による電力供給の制約、風評被害など極めて甚大な影響を

受けました。加えて雇用・所得環境は引き続き厳しく、先行き懸念すべき問題が多く不透明な状況で推移しました。

　印刷業界におきましても、個人消費の低迷などにより需要が減少し、更なる低価格競争に拍車がかかり厳しい経営環

境が続いております。

　このような経営環境のなか、当社及び連結子会社は環境対応技術を活かした安全性の高い製品を生産し、幅広いお客

様に積極的な販売活動を展開してまいりましたが、消費低迷の影響などを受け受注売上高は低調に推移しました。

　これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は41億68百万円（前年同四半期比5.2％減）、営業利益は

39百万円（前年同四半期比48.8％減）、経常利益は42百万円（前年同四半期比48.4％減）、四半期純利益は10百万円

（前年同四半期比88.9％減）となりました。

　なお、当社及び連結子会社は印刷事業セグメントのみであるため、事業部門別の売上概況を示せば、次のとおりであ

ります。また、利益については管理上、部門別には把握しておりません。

①商業印刷部門

　当部門の高級美術印刷は印刷技術の評価を受け増加となりましたが、カタログ、パンフレット類は依然として続く価

格競争の激化などにより減少となり、この部門全体の売上高は４億60百万円（前年同四半期比15.6％減）となりまし

た。

②包装資材及び紙器、紙工品部門

　当部門の包装資材は、環境対応製品である水性フレキソ印刷製品は増加となりましたが、ビジネスフォーム類がペー

パーレス化などの影響を受け減少となり、この部門全体の売上高は20億83百万円（前年同四半期比6.7％減）となり

ました。

③情報機器及びサプライ品部門

　当部門のラベル類は新規開拓などにより増加し、情報機器、ラベリングマシンも堅調に推移し、この部門全体の売上

高は12億37百万円（前年同四半期比1.1％増）となりました。

④その他の部門

　当部門の化成品類は価格競争により単価が下落し減少となり、この部門全体の売上高は３億86百万円（前年同四半

期比1.5％減）となりました。
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（２）財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ34百万円増加の134億２百万円となりました。 

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ１億64百万円増加の60億８百万円となりました。これは商品及び製品が１億60

百万円増加したことなどによるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ１億30百万円減少の73億94百

万円となりました。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ71百万円増加の101億21百万円となりました。これは支払手形及び買掛金が２

億17百万円減少したものの、短期借入金が４億５百万円増加したことなどによるものであります。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ36百万円減少の32億81百万円となりました。

　これらの結果、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ２円６銭減少の175円56銭となり、自己資本比率は

24.8％から24.4％になりました。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び連結子会社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

特記事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 49,624,000

計 49,624,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 21,460,000 21,460,000

東京証券取引所

（市場第二部）

大阪証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株　

計 21,460,000 21,460,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 21,460,000 － 1,570,846 － 835,777

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   3,299,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  18,018,000 18,018 －

単元未満株式 普通株式　 　143,000 － －

発行済株式総数 21,460,000 － －

総株主の議決権 － 18,018 －

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

野崎印刷紙業(株) 京都市北区小山下総町54－５ 1,536,000 － 1,536,000 7.15

旭ラベル(株) 京都市北区小山下総町54－５ 448,000 － 448,000 2.08

フェニックス電子(株) 京都市北区小山下総町54－５ 1,016,000 － 1,016,000 4.73

早和製本(株) 京都市南区吉祥院池田町21 103,000 － 103,000 0.47

(株)ツバサ製作所 京都府京丹後市峰山町杉谷1092 188,000 － 188,000 0.87

野崎カレンダー(株) 京都市北区小山下総町54－５ 8,000 － 8,000 0.03

計 － 3,299,000 － 3,299,000 15.37

（注）　上記所有株式数には、単元未満株式数は含まれておりません。 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、恒栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,161,603 1,017,035

受取手形及び売掛金 2,880,154 2,975,665

商品及び製品 921,471 1,081,793

仕掛品 500,649 572,100

原材料 208,316 222,088

その他 184,384 155,538

貸倒引当金 △12,725 △15,476

流動資産合計 5,843,855 6,008,745

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,012,248 1,979,733

機械装置及び運搬具（純額） 1,765,215 1,701,876

土地 2,247,993 2,247,993

建設仮勘定 6,159 3,885

その他（純額） 178,794 159,265

有形固定資産合計 6,210,411 6,092,753

無形固定資産 80,103 74,472

投資その他の資産

投資有価証券 526,749 520,390

繰延税金資産 564,772 563,066

その他 183,212 183,549

貸倒引当金 △40,601 △40,066

投資その他の資産合計 1,234,132 1,226,940

固定資産合計 7,524,648 7,394,166

資産合計 13,368,503 13,402,912

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,043,707 4,826,240

短期借入金 2,189,532 2,594,872

未払法人税等 42,070 8,568

賞与引当金 97,737 32,769

災害損失引当金 29,689 27,039

その他 491,336 514,665

流動負債合計 7,894,074 8,004,155

固定負債

長期借入金 526,340 493,420

退職給付引当金 1,000,851 1,013,305

役員退職慰労引当金 108,174 109,923

長期未払金 372,815 355,549

その他 147,828 145,132

固定負債合計 2,156,009 2,117,330

負債合計 10,050,084 10,121,485
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,570,846 1,570,846

資本剰余金 835,777 842,321

利益剰余金 1,825,716 1,782,073

自己株式 △883,851 △879,936

株主資本合計 3,348,488 3,315,304

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △30,068 △33,878

その他の包括利益累計額合計 △30,068 △33,878

少数株主持分 － －

純資産合計 3,318,419 3,281,426

負債純資産合計 13,368,503 13,402,912
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 4,397,286 4,168,433

売上原価 3,646,591 3,469,120

売上総利益 750,695 699,312

販売費及び一般管理費 674,418 660,265

営業利益 76,276 39,047

営業外収益

受取利息及び配当金 9,067 7,790

不動産賃貸料 3,865 3,890

その他 3,190 2,532

営業外収益合計 16,122 14,213

営業外費用

支払利息 7,592 8,550

手形売却損 1,202 1,393

その他 556 518

営業外費用合計 9,351 10,463

経常利益 83,047 42,797

特別利益

退職給付制度終了益 115,074 －

特別利益合計 115,074 －

特別損失

固定資産処分損 5,435 271

投資有価証券評価損 － 1,517

特別損失合計 5,435 1,788

税金等調整前四半期純利益 192,686 41,008

法人税、住民税及び事業税 14,238 13,392

法人税等調整額 90,702 10,340

法人税等合計 104,940 23,733

少数株主損益調整前四半期純利益 87,746 17,275

少数株主利益又は少数株主損失（△） △10,468 6,417

四半期純利益 98,214 10,858
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 87,746 17,275

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △41,404 △3,809

その他の包括利益合計 △41,404 △3,809

四半期包括利益 46,341 13,466

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 56,809 7,048

少数株主に係る四半期包括利益 △10,468 6,417
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

受取手形割引高       136,192千円 受取手形割引高 155,490千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期連

結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に

係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費       146,282千円 減価償却費 151,575千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 60,520 3 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 59,770 3 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

　当社及び連結子会社は、印刷事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円19銭 0円58銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 98,214 10,858

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 98,214 10,858

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,915 18,708

  （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月８日

野崎印刷紙業株式会社

 取締役会　御中 

 恒 栄 監 査 法 人  

 
代表社員
業務執行社員

公認会計士 工 藤 隆 則　　印

　

 
代表社員
業務執行社員 

公認会計士 椿 本 雅 朗　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている野崎印刷紙業株式会

社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、野崎印刷紙業株式会社及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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